
令和２年度 第５回せたがや生涯現役ネットワーク世話人会議事要旨 

 

日 時 ：令和３年３月２６日（金） 午後３時～午後５時 

場 所 ：ひだまり友遊会館第６会議室 

出席者 ：世話人 兜山、鬼塚、片岡、石川、臼井、秋山、河上 

市民活動・生涯現役推進課  生方、藤木、桑原 

  配布資料：（１）「令和３年度プロジェクト企画書（世田谷風景じゅく）」 

       （２）「生涯現役ネットワーク活動一覧案」 

       （３）「アンケートひな型」 

       （４）「せたがや生涯現役ネットワーク 年間行事・世話人年間計画」  

       （５）「生涯現役フェア アンケート集計結果」 

 

１ 〈報告事項〉 

（１）世話人募集状況について 

  事務局より世田谷ウォーキングフォーラム所属のスタッフ（女性）が検討中である       

旨、報告があった。この方については、片岡氏より世話人について説明してもらうことと

なった。 

  また、世話人については繰り返し担わないこと、加盟団体に入会していること等の条件

も確認された。検討の結果、世話人より推薦のあった岡崎氏・中島氏・真貝氏・小林氏に

ついては兜山氏より声掛けをすることとなった。なお、真貝氏については、事務局が過去

の世話人名簿に履歴があるか確認が取った後、声掛けをすることとなった。 

（２）プロジェクト募集状況について 

  事務局より世田谷風景じゅくから１件応募があったことが報告された。代表の福澤氏代 

理で河上氏よりプロジェクト内容の説明がされた。河上氏よりプロジェクトのチラシを広

く撒きたいとの要望があったため、区の後援名義取得のルールについて事務局より説明を

行った。生涯現役ネットワークの各団体の活動のチラシについては後援名義が取れたもの

のみ区内施設で配布していることが確認された。このプロジェクトは区内でのイベントで

はないため、後援名義の取得は認められないと考えられるが、生涯現役ネットワークのプ

ロジェクトとして世話人の承認がされたため、総会の議案（令和３年度事業計画）とする

こととなった。 

  地域デビューの会で進めている新企画「Zoom相談室」について、ネットワークのプロジ

ェクトに応募してもらうように内部で諮って欲しい旨、臼井氏にお願いした。 

  応募プロジェクトではないが関連情報２件：すまほ研究会・優遊会より提出された

YouTube 講座の企画案について、臼井氏より代理で説明がされた。この講座については、

加盟団体の活動として事務局よりメールで周知している。 

  また、臼井氏より GBER（高齢者就業マッチングサイト）のチラシについて説明があっ

た。 

２ 〈審議事項〉 

（１）パンフレット案・活動一覧レイアウトについて 

  河上氏より提出済のＡ案・Ｂ案について説明がされた。検討の結果、Ｂ案で作成することが決

定された。また、パンフレットと活動一覧を一体化させ、冊子形式・カラー印刷予定で７万円の予

算内に収まる予定である。 

   また、作成方法について検討がされた。これまで活動一覧の冊子については事務局、パンフ



レットについては藤田氏が作成していた。令和３年度は、活動一覧の文章部分については事務

局が担当し、写真・デザインは編集委員が行うこととなった。活動一覧の原稿を各団体から収集

後、編集委員あてに提出することとなった。原稿の「活動内容」記述欄については、１５０文字以

内の制限をすることとした。各団体の写真については、事務局へ提出されると写真の画質が下が

ることから、原稿提出時とは別日に送る場所を指定し、直接編集委員あてに提出してもらうことと

した。各団体へ配布する原稿案の見本について、河上氏が作成することとなった。原稿案提出

後に事務局より加盟団体あてメールで原稿提出依頼をする。 

   なお、編集委員会については河上氏を編集委員長として編成される予定である。 

（２）加盟団体へのアンケート案の確認について 

  河上氏より提出済のアンケート案について説明があった。確認の結果、「４．加盟活動

一覧の改定方針」は削除し、「①一緒にやりたいこと②困っていることは何か③YouTubeは

視聴したか④ＨＰは充実しているか」を質問項目とすることとした。 

  アンケート案の見直しについては、兜山氏・臼井氏・片岡氏が担当となった。担当３名

でメールにて内容の調整を行ったのち、世話人会あてに提出することとなった。世話人・

事務局がメールにて内容確認後、事務局より加盟活動一覧原稿募集と同時に送付すること

に決定した。 

（３）世話人会年間予定について 

  年間活動について確認を行った。総会については５月末～６月上旬開催とすることが決

定した。総会の議案書の確認のため、アンケート回収後の５月中旬頃に世話人会を開催す

ることとした。なお、新型コロナウイルス感染状況によって開催形式、来場人数、懇親会

の開催可否等を随時変更する。 

  また、令和元年度臨時総会後の懇親会残金について石川氏より報告があった。残金約２

６，０００円については「寄付」として一般会計に繰り入れ、総会で報告することとした。 

 加えて、石川氏より契約中の Zoom の名義について報告があった。検討の結果、藤田氏の

名義で契約済のものについて、令和３年３月末付で解約処理をすることとなった。 

 今後新しいホストを検討予定である。４月以降も予算内に月２，２００円の使用料を入れ

ることとした。 

 

（４）生涯現役フェア アンケート結果について 

  河上氏よりアンケート結果、動画の再生回数について報告がされた。評価の高かった紙

芝居の公演については再生回数が１８回に滞っており、事務局より小川氏に動画の閲覧先

を再度周知することとした。 

  

（５）生涯現役フェアスタッフに対する謝礼について 

  広報担当の河上氏とＩＴ担当の中島氏の作業量を考慮し、謝礼を支払いたい旨が兜山氏

より要望されていた。片岡氏より石川氏の会計の作業も同様に扱うべきとの意見が出た。

検討の結果、「作業費」等の項目で予算化し決算報告に入れることに決定した。金額につ

いては、過去に実施したまちあるきのスタッフの引率代を参考として設定するように事務

局より説明がされた。この件については、事務局・兜山氏・石川氏で引き続き相談するこ

ととなった。 

 

以上 


